
第４３回 国公女性交流集会ニュース 第３号 

《発行・連絡先》国公労連女性協（東京都港区西新橋1-7-14西新橋エクセルアネックス）TEL03-3502-6363・東北ブロック実行委員会（仙台市宮城野区小田原金剛院丁78-2SSビル401）TEL022-295-6766 

 

☄ 被災地はいま 
集会２日目のフィールドワーク。被災地は今どんな様子なのでしょうか。国公東北ブロ

ック・伊藤事務局長に宮城を中心に被災３県の現状を聞きました。 

大震災から２年が経過し、宮城ではようやく災害復興住宅もできましたが、わず

かばかりで、仮設住宅入居期間は最大で２年の延長が決まっています。石巻市は全

国一地価の上昇率が高くなっており、新規住宅を求めるのも容易でなくなりつつあ

ります。この３月末をもって被災者の医療費等の減免措置が打ち切られ、岩手・福

島との差が出ています。また、宮城県が申請した漁業特区は地元漁民との間で軋轢

を生んでいます。 

全国各地で復興のイベントが行われ、支援の輪は広がり続けており、とてもあり

がたいことだと思います。ゴールデンウィークも多くの人達に被災地に足を運んで

もらい、少しずつではあるけれども活気が戻ってきています。 

福島の原発事故は一向に先が見えない状況でありますが、宮城・岩手においても

復興への更なる加速が必要です。被災地へ思いを寄せ続けることが何よりの支援な

のだと思います。 

 

 

 

☄ 会場へのアクセス 

ＪＲ仙台駅より、仙石（せんせき）線、東北本線ともに１時間に３～４本運行。仙

台からの乗車時間は約３０分。 

 

仙 石 線 松島海岸駅下車（仙台駅の仙石線ホームは新幹線から遠いので、

乗り換えは１０分程度余裕をみて。） 

東北本線 松島駅下車 
 

※ 松島海岸駅、松島駅から会場までホテルの無料シャトルバス（裏面参照）が運行

しています。徒歩の場合、仙石線松島海岸駅から会場までは約１０分です。ただ

し、大観荘は小高い丘の上なので、最後の登りがきつい。東北本線松島駅からは

歩くと３０分近くかかるので、シャトルバスまでに間があるときは、タクシー利

用がおすすめです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いぐっちゃ 東北゛ 
２０１３年５月１０日 

 第３号 

「放射線量」、「被爆」…大丈夫？ 

やはり気になりますよね。 

５月１日現在、各地の測定結果は次のとおりです。（単位μSv/h） 

南相馬市小高区役所 0.18   
仙台市中心部 0.11 東京都渋谷区神宮前 0.151 
石巻市 0.122 名古屋市北区平安 0.113 
福島市 0.119 東大阪市小阪 0.107 

 

『いぐっちゃ』は宮城弁で『行くよ！』 

『東北゛』は『とうほぐ』と読みます。 

東北人は語尾のカ行に濁点を付けたが

ります。 

☄ ランチについて 

 仙石線松島海岸駅から瑞巌寺・松島観光桟橋にかけて観光客向けにお店が

立ち並んでいます。東北本線松島駅近辺は飲食店が少ないので注意してくだ

さい。また，ホテル大観荘内のレストランでも昼食は可能ですが、値段は少

し高めです。 

 

もうすぐ 

会えるね～ 
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☄  おすすめ観光スポット 
  松尾芭蕉が憧れた松島。新緑の季節を迎え、そぞろ歩くには最高です。1日目

の午前中、早めに松島入りして観光はいかがですか。会場から歩いて行ける（た

ぶん１５分くらいで）おすすめの観光スポットをご紹介します。 

 

瑞巌寺（拝観料７００円、８：００～１７：００） 
  伊達家の厚い庇護を受け、領内随一の規模格式を誇りました。現存する本堂・

御成玄関、庫裡・回廊は国宝に、御成門・中門・太鼓塀は国の重要文化財に指定

されています。何と言っても総門から続く杉並木が見事です。本堂は改修工事中

ですが、改修中だからこそ見られる展示物もあります。 

 

円通院（拝観料３００円、８：００～１７：００） 
  瑞巌寺に並んで建っています。伊達政宗の嫡孫（ちゃくそん）光宗の霊廟とし

て、正保４年（１６４７）瑞巌寺第１００世 洞水和尚により三慧殿（さんけい

でん）が建立され開山されました。ここの庭は良いです。思いのほか広く、また

変化に富んでいて楽しいです。 

 

☄ アトラクション  ～すずめ踊り～ 
仙台と言えば伊達政宗。伊達家の家紋は竹に雀。 

春になると仙台市内の公園では子どもたちが

すずめ踊りの練習をしているのを見ることがで

きます。 

すずめ踊りは、毎年５月中旬に行われる「仙

台・青葉まつり」で踊られていますが、もともと

は仙台城落成の際に踊られたと言われているも

ので、１９８５年に復活し、そこから現代的にア

レンジされ市民に広まっていった踊りです。 

ぜひ皆さんも一緒に踊ってください。 
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